










































　 1 ．漁場の利用技術（漁具・漁法）、 2 ．漁場利用の民俗知（山当てや観天望気）、 3 ．漁場利用の
社会知（所有・権利関係・コモンズなど）、 4 ．漁業資源の管理と保護（魚礁・魚附林など）、 5 ．漁




　 1 ．海村の構造（町並・村落立地・背後の山など）、 2 ．海村の土地利用（田畑、森林、船小屋）、
3 ．海浜の信仰（日和山・漂着神仏・怪異など）、 4 ．海民の生業戦略（海民的・農民的、「漁農民」）
［図］
　 1 ．「漁場図」の書誌的情報（法量、絵師、作図技法、成立経緯など）、 2 ．文字資料（筆写稿本）






　定期的（ 3 ・ 4 か月ごと）に研究会を開催し、研究の進捗状況を報告する。また、必要に応じて、
学外から先端的な研究者をゲストスピーカーとして招く。具体的には、研究会は 4 、 7 、10、 1





















　①常民文化研究講座（テーマ「漁場図を読む」）2015 年 12 月 5 日（土）　神奈川大学


























　・研究目的に応じ適任者に委嘱（任期：2015. 4. 1-2018. 3. 31）予定者 2 名
　＊今後、外部資金を受けることになれば拡充
　［RA］
　・必要に応じて設定するが、他の学内研究組織や大学本部との調整が必要
　＊今後、外部資金を受けることになれば、それにより設定
